
健康観察の徹底健康観察の徹底
●毎朝行い、10時までに保健室提出
●体調不良（発熱は37.5℃以上）の時、
　保健室で問診し、学習の継続が難しい場合に
　担任が保護者連絡の上、早退となる。

廊下側の
換気も!

●休み時間ごとにする。
●体育館・自立活動室・プレイルーム
　のような広い部屋でも、人数に関係なく
　換気を行う。

学校での発熱等は感染症のおそれから早退となります。
お子さまによっては｢早退後､解熱または元気｣になることが
ありえるため、経過観察の後に早退の連絡をします。
ご理解ご協力の程お願いします。

●口をつける前にカットする。
●口をつけた食品をカットした後は、
　ハサミを洗浄する

換気換気
～糸島特支の感染症対策～

●地域や校内で感染症が流行している場合、
　活動場面に応じて
　｢身体的距離の確保・対面や大声での発声を控える｣
　などの対策をする。

感染に特段配慮が必要な子に関わる時は、職員・保護
者はマスク着用。マスクがない場合は、少し距離をと
る等の工夫をおこなう。

こまめな手洗いこまめな手洗い

咳エチケット咳エチケット

距離の確保距離の確保

歯みがき指導歯みがき指導

清掃の強化清掃の強化

給食のはさみ給食のはさみ●｢あわあわ手あらいのうた｣
　を参考にする。
●本校では泡石けんを使用。
　※1プッシュにご協力ください

咳・くしゃみの時は、ハンカチ・マスク
肘の内側で、口や鼻をおさえる。

ウイルスを
拭きとることが

大事

●児童生徒に仕上げみがきをする職員は、
　一人終了ごとに手洗いをする。
●教室で歯ブラシを保管する時は、児童生徒同士
　の物が密着しないように工夫する。

●床・手すり・ドアノブ・給食台などは水拭きをする。
●トイレは、便器周辺の壁・床・個室ドアを
　水or次亜塩素酸ナトリウム水溶液で拭く。
　※排泄物は広範囲に飛び散っている！

保健室で
丸一日休養は
できません

ご家庭で体調不良
がみられた時、
無理な登校は
お控えください

※国及び県からの通達により、内容が一部変更になる場合あり

数分間
窓・ドアを
全開



0日目 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目

発症後５日を経過し、かつ解熱後２日を経過するまで出席停止。

登校可（終日マスク着用）軽快
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【0日目とは】
発症日（発熱した日）

【解熱後２日とは】
 解熱した日を０日目とする

早く解熱しても感染力は残るた
め、発症後５日を経過するまでは
出席停止

新型コロナウイルス感染症
 発症日後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後２４時間を経過するまで出席停止。

 （症状が軽快とは：解熱剤を使用せずに解熱し、かつ、呼吸器症状が改善傾向にあること）

-1日目 -2日目 0日目 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目 11日目

発症 終了

感 染 す る 可 能 性 が あ る 期 間

【0日目とは】
●発熱などの症状が出た日
●無症状の場合は、検体を採取した日

【症状が軽快とは】
解熱剤を使用せずに解熱し、かつ呼吸
器症状が改善傾向にあること ※濃厚接触の制度は

　 廃止されています

～ 出 席 停 止 の 期 間 ～

出席停止の必要なし。
浸出液は保護して登校
すること。

みずいぼ
（伝染性軟属腫）

手足口病 RSウイルス感染症

溶連菌感染症出 席 停 止 は 医 師 の 判
断。ただし、病状が安
定 し て お り 発 熱 が な
く、口腔内の水疱等の
影響なく食事がとれた
ら登校可。

出 席 停 止 は 医 師 の 判
断。
ただし、咳などが安定
した後、全身状態のよ
い場合は登校可。

適切な抗菌薬による治
療後、２４時間経過
するまで出席停止。

病状により医師にお
いて、感染のおそれ
がないと認められる
まで出席停止。

マイコプラズマ

感染性胃腸炎 おたふくかぜ
（流行性耳下腺炎）

耳下腺、顎下腺又は舌
下腺の腫脹が発現した
後５日を経過し、かつ
全身状態が良好になる
まで出席停止。

みずぼうそう
（水痘）

全ての発しんがかさぶ
た に な る ま で 出 席 停
止。

プール熱
（咽頭結膜熱）

発熱、咽頭炎、結膜炎
などの主要症状が消失
した後２日を経過する
まで出席停止。
※主要症状消失後、
　3日目に登校可

百日咳

特有な咳が消失するま
で、または５日間の適
正な抗菌薬療法が終了
するまで出席停止。

病状により医師におい
て、感染のおそれがな
いと認められるまで出席
停止。
⚠診断名が「胃腸炎」
　だけでは出席停止に
　ならない！
⚠｢感染性」なのか必ず
　医師に確認すること

【保護者の方から糸島特支への報告方法】
　　●安心メール(８時まで)か電話
　　●感染症名・発症日・受診日・医師に言われた出席停止期間　を教えてください。

～お願い～
　 しっかり治しての登校に
　ご協力をお願いします。
本校には、感染しやすく、重
症化しやすい基礎疾患のある
お子さまが多いため、感染症
　流行期には対策を強化
　　　　しています。

風邪様症状が出現した
時に診断された場合は
出席停止。
その後の発疹期に感染
力はない。発疹のみで
全身状態が良い場合は
登校可。

伝染性紅斑
（りんご病）

福岡県の
流行状況は
こちらから
チェック！

※国及び県からの通達により、内容が一部変更になる場合あり
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保護者 各位 

福岡県立糸島特別支援学校長     

 

お子さまの健康管理（感染症の対応等）について 

 

 時下、保護者の皆様におかれましては、ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、現在福岡県内では、季節の変わり目～冬季に多くみられる感染症が流行しはじめています（1

位：風邪、２位：インフルエンザ(罹患者が前々週から約２倍増)、３位：感染性胃腸炎、４位：溶連菌）。特

に、伝染性紅斑（りんご病）は例年の約２倍の罹患者で、今も警報が出されている状態です。本校には、

基礎疾患のあるお子さまが多数通学しており、“命を守る観点”から、感染防止には十分配慮する必要

があります。学校においても、一層の感染防止に努めてまいりますが、ご家庭におかれましても、感染防

止とお子さまの健康管理につきまして、十分にご配慮いただきますよう重ねてお願いします。 

  

＜ご家庭での感染症対策（お願い）＞ 

○ ご家庭でお子さまの健康状態が良好であることを確認の上、登校させてください。 

○ 発熱やひどい風邪などの症状がある場合は、病院受診をお勧めします。発熱後すぐに熱が下がっ

ても、この時期は“感染力の強い感染症”になっている可能性が高いため、病院を受診し、必要に応

じて検査をするなど処置を受けてください。 

○ お子さまが感染症になった場合、疑いがある場合（高熱等）は出席停止となり登校できません。

（出席停止期間は、学校に連絡した際、担任と確認してください） 

※出席停止になる感染症は学校ホームページ参照 

○ 日頃から規則正しい生活習慣を心がけてください。十分な睡眠とバランスの良い食事などで免疫

力がアップし、丈夫な体づくりになります。 

＜学校での感染症対策＞ 

○ 健康観察を徹底します。感染症による出席停止期間の厳守、学校で３７．５℃以上の発熱がみられた

場合、学習等の継続が難しい場合は、早退手続きを行います。（担任がご家庭の緊急連絡先に連絡し

ますので、いつでも連絡が取れる状態でお願いします） 

○ こまめな手洗いの指導を行います。（「あわあわ手あらいのうた」を参考） 

○ 咳エチケット、規則正しい生活習慣の指導を行います。 

○ 休み時間の度に換気します。衣服の調整が必要なお子さまは、ご家庭で準備をお願いします。 

 ※国や県の方針によって対応を変更する場合があります。 

 

本校の感染症対策について、見やすいイラストタイプのものを学校ホームペ

ージ（「保健室から」のページ）に掲載しています。ぜひご覧ください。 


